
 
 
 

 6月 25日、４年生の社会科の学習「ごみはど 

こへ」に関連して、環境局の方に来校いただき学 

習をしました。ごみを処理する仕組みや処理に協 

力する人々の取組、果たす役割について学びまし 

た。また、家庭のごみなどについても考えることで、 

地域社会の一員としての自覚を養います。 

 
 
 

 梅雨時期、安全に過ごせるための「おりがみプロジェクト」 
を開催しました。雨が降る日は多くなかったのですが、たくさ 

んの力作が集まりました。写真は、3年生と 4年生の作品を 

展示している様子です。 

 

 

             

今年も、大積小学校にツバメたちが複数の巣をつくって子育てをしています。ツバメは、人の 

出入りが多いところにあえて巣をつくり、天敵から身を守っているそうです。生き物たちの知恵 

です。毎朝、ツバメたちの動きをしばらく見守ることが習慣になっている私です。昨年度は、巣 

からかわいいヒナが何羽も大きく口を開けて餌をねだってる様子が見られましたが、今年は 

巣の形が変わっていて、ヒナたちが見えません。でも、親鳥の動きを見ると確かに中に子ツバメはいるはずです。今年

できた巣は、昨年度の巣の形（お椀のような形）ではなく、とっくりの形をしており、入り口が極端に狭い巣なのです。

先日、森林教室に来られた講師の方から、「コシアカツバメ」の巣だと教えていただきました。職員の調べによると、準

絶滅危惧種だそうです。普段は、空高く優雅に飛び回っているこのツバメですが、先日は雨が降る前兆でしょうか、低

空飛行をしており、その名前の通り、腰のあたりが美しい赤（オレンジ）のツバメをはっきり見て取れました。巣の中の

ヒナたちを見ることはできませんが、無事に育って巣立ってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「一人ひとりが生き生きと輝き、知・徳・体の調和のとれた自立した子の育成」  
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水質検査、浄化装置の点検等を終え、明日より「水遊び・水泳学習」を開始します。下記のねらいに沿って、安全第

一で学習を進めていきます。 

◆第１・２学年 水遊び 

・水の中を移動する運動遊びでは、水につかって歩いたり走ったりすること。 

・もぐる・浮く運動遊びでは、息を止めたり吐いたりしながら、水にもぐったり浮いたりすること。 

◆第３・４学年 水泳運動 

・浮いて進む運動では、け伸びや初歩的な泳ぎをすること。 

・もぐる・浮く運動では、息を止めたり吐いたりしながら、いろいろなもぐり方や浮き方をすること。 

◆第５・６学年 水泳運動 

・クロールでは、手や足の動きに呼吸を合わせて続けて長く泳ぐこと。 

・平泳ぎでは、手や足の動きに呼吸を合わせて続けて長く泳ぐこと。 

・安全確保につながる運動では、背浮きや浮き沈みをしながら続けて長く浮くこと。 

 

【水泳学習の可否判断】 
気温、水温ともに 23℃以上、気温と水温の差、天候の状況を見て、当日の水泳指導の可否を決定します。 

また、気温、水温、雨や雷注意報などに加えて WBGT（熱中症指数）をチェックし、水中での運動ができるのかを判

断しています。 

 

【プールの水位、塩素濃度、HPの管理】 
当日の朝及び学習直前に検査キットを使用し、水質を確認しています。 

水位については、低学年と高学年の指導が入れ替わるたびに、調整しています。（水を抜く、注水するなど） 

水が苦手な児童も安心して入れるような水位で調整しています。 

 

【児童の健康観察】 

水泳カードでの健康観察、朝の健康観察、水泳学習をする前の健康観察を行います。 

カードに記入の不備があれば、安全のため学習することはできないとしています。 

 

【指導体制】 
現在、近接学年（1年生と 2年生、3年生と 4年生、5年生と 6年生）の 2学年が共に学習しています。 

指導、監視する人数は、4人以上で行っています。（5人で指導、監視する場合もあります） 

水の上で、指示や指導をする職員 1名 

高さのある監視台から、全体を監視する職員 1名  

 ※水の上の職員は、対角線上にいて、全体が見えるように配置しています。 

水中で指導する職員 2名～3名 

 

【指導の工夫】 
児童は、バディシステムをとり、2人組で安全確認をしたり、泳ぎのチェックをしたりします。 

指導途中に、お茶を飲み休憩する時間をとり、指導中にも健康観察をします。 

 

【緊急対応に備えて】 
プールサイドに AEDを持っていきます。 

プールと職員室をつなぐインターホンがつながるのか、毎日確認しています。 

 

水泳学習がある日には、必ず保護者の方が入念に健康観察を行い、体温・水泳学習の可否の記入、サインまたは

押印をお願いします。カードへの記入がなかったり忘れたりすると、プールには入れませんので、ご理解のほどよろしく

お願いします。また、ご心配なこと等がありましたら、学校までご連絡ください。 

水遊び・水泳学習が始まります


